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研究成果の概要（和文）：外来補助化学療法を行っている慢性疾患をもつ高齢がん患者のセルフケアを明らかにするこ
とを目的に、計画に則り実施した。まず、外来化学療法を行っている高齢がん患者に関する試験的な調査を実施した。
外来化学療法を行う高齢がん患者は近年増加傾向にあり、そのなかでも慢性疾患として高血圧症といった疾患が多く見
られた。セルフケアの様相としては、がんという病と対峙する思いをもちながら、今まで行ってきた体調をコントロー
ルする術を活用していた。さらに、治療に伴う副作用などの出現症状に対する症状マネジメントを行いながら生活を営
み、治療継続のためにさまざまなサポート源を活用しながら生活を調整していた。

研究成果の概要（英文）：For the purpose of determining the self-care of older adult patients with cancer 
with chronic disease given foreign adjuvant chemotherapy, we performed it in conformity with a plan. At 
first we conducted the experimental investigation about older adult patients with cancer given foreign 
chemotherapy. In late years the older adult patients with cancer given foreign chemotherapy were in the 
tendency to increase, and disease such as hypertension was frequent as chronic disease in that. We 
utilized an operation to control the physical condition that we performed so far while having thought to 
confront the illness called cancer for aspect of the self-care. Furthermore, they ran life while 
conducting the symptom management for the onset symptoms such as side effects with the treatment and 
adjusted life while utilizing various support sources for treatment continuation.

研究分野： 老年看護学

キーワード： 高齢がん患者　セルフケア　外来化学療法

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

近年の化学療法における進歩に伴い、外来

治療の充実が促進し、高齢がん患者であって

も在宅での療養生活が送れるようになって

きている。安心した療養生活を送るには、高

齢がん患者が外来通院を維持できるように、

患者のセルフケアの状況に合わせた教育、支

援など多様な需要に対応していかなければ

ならない。 

化学療法に関する研究は、副作用に関する

苦痛やそれを解決するための方略、セルフケ

アや日常生活に焦点を当てたもの、役割遂行

に焦点化した研究がある。いずれも、60歳代

までの成人期を対象としており、高齢がん患

者に焦点を当てた研究は乏しい状況にある。 

高齢がん患者は加齢による変化と治療に

よる変化を同時に対処していかなければな

らない状況であるといえる。さらに、高齢が

ん患者ががん以外のほかの慢性疾患を有す

る可能性は成人に比して高い割合であり、高

齢がん患者の広範囲なアセスメントの必要

性と症状マネジメントを計画していくべき

であると考える。 

以上より、外来化学療法を受けている高齢

がん患者に特化した国内の調査研究は少な

く、老化とがん疾患とを併せ持つ高齢者が、

化学療法による症状の管理、さらには加齢に

より併発する慢性疾患の症状管理をどのよ

うに行っているのか明らかにされていない。 

 

２．研究の目的 

術後補助化学療法を受ける慢性疾患をも

つ高齢がん患者が、化学療法を遂行する上で

セルフケアをどのように行っているのか明

らかにすることである。 

 

３．研究の方法 

1)研究デザイン 

質的記述的研究デザイン 

 

2)対象者 

術後補助化学療法を受けており、慢性疾患

をもつ 70 歳以上の高齢がん患者。 

がん疾患は、高齢者の罹患率が高い消化器系

がんとし、外来化学療法は術後補助化学療法

として受けており、2 クール目以降行ってい

る患者とする。がんの合併症による明らかな

症状がなく、日常生活がほぼ自立しており、

言語的に意思疎通が取れる者とする。慢性疾

患は、患者のセルフケアが重要となる生活習

慣病等（循環器疾患など）とする。 

 

3)調査方法 

 初年度は、外来化学療法を受ける高齢がん

患者のセルフケアの全体像を把握するため、

試験的調査を行う。次年度以降は、本研究の

対象となる患者の選定を行い調査していく。 

(1)対象者の選定 

化学療法に従事する研究協力者（看護師、

主治医）へ対象者の選定を依頼し、インタビ

ュー調査に耐えられる心身の状態である患

者を選定してもらう。その際、対象者の病状

説明内容や理解度、治療経過等の情報提供し

てもらい把握する。 

 

(2)対象者への調査内容 

① 基本属性 

基本情報は、診療録より情報を収集する。

基本情報は、年齢、性別、家族構成、キーパ

ーソンを収集し、そのほかに治療の状況とし

て診断名、治療経験（診断名、術式、手術日、

化学療法の施行回数、術後経過に関する情報 

等）を診療録と研究協力者より情報を得るこ

ととする。対象者へのインタビュー前にそれ

らの情報収集を行っておき、対象者の状況を

把握しておく。 

② インタビュー調査 

インタビュー調査では、半構成的面接法で

対象者のセルフケアに関する情報を収集す

る。インタビューは、(ア)～(ウ)の手順で進

める。インタビューは研究者１名が担当する。 

(ア)対象者への研究依頼は外来通院時に研

究に関する説明を研究者または研究協力者

が書面と口頭で行い、研究参加に同意の得ら



れた対象者には、対象者の体調が安定してい

る時期に都合に合わせて面接日を決定する。

面接日は、原則として治療がないインターバ

ル期間を設定する。 

(イ)インタビューは、個室に準じたプライバ

シーの保てる場所で、1 回のインタビューの

時間は身体的・精神的負担を考慮し、1 時間

以内とする。その際、体調管理には十分配慮

し、気分が悪くなった場合等すぐに対応でき

るようにしておく。 

(ウ)インタビューは、インタビューガイドに

沿って行う。インタビューガイドの内容は、

疾患・治療に対する認識，現在の身体状況の

認識，身体的・心理的・社会的に安定を得る

ために行っている自己管理方法，日常生活の

変化，療養生活に対する思い についてであ

る。回答に制限を設けずに問いかけ、できる

だけ具体的に自由に語ってもらう。インタビ

ュー内容は、対象者の同意を得て IC レコー

ダーに録音し、逐語録を作成する。 

 

(3)研究期間 平成 25年 4月〜2 年間 

 

(4)調査場所 

調査場所は、新潟県および山形県における

がん診療連携拠点病院 2か所で行う。 

 

4）分析方法 

質的帰納的手法を用いた。逐語録を作成し、

それを繰り返してよみ、語りの意味内容に基

づきながら、患者の思いに着目してコード化

する。次いで、類似性と相違性を比較しなが

らサブカテゴリ、カテゴリーへと抽象度を高

め分類する。分析過程においては、研究協力

者と相互に確認を行いながら分析を行い、老

年看護学における質的研究の専門家からス

ーパーバイズを受け、要素の抽出およびカテ

ゴリーの妥当性について検討を重ねる。 

 

5)倫理的配慮 

 本研究は、A 大学の研究倫理審査委員会の

承認を得て実施した。さらに、調査協力機関

であるがん診療連携拠点病院2か所の倫理審

査委員会の承認を得て行った。 

対象者への研究参加依頼は、まず、外来化

学療法室で従事する看護師および主治医に

心身の状態で協力が依頼できる者を選定し

てもらった。その後、がん化学療法看護認定

看護師より協力依頼の説明を行ってもらい、

同意が得られた者に対して、再度研究者より

文書と口頭で説明を行い、研究参加に同意が

得られた者を研究対象者とした。実施にあた

っては、研究の目的と方法、参加と中断の自

由、匿名性と守秘性について文書と口頭で説

明を行い、書面にて同意を得た。 

 

４．研究成果 

（１）試験的調査による成果 

初年度は、外来化学療法を受ける高齢がん

患者のセルフケアの全体像を明らかにする

ため、外来化学療法を受けるストーマ造設後

の高齢がん患者の高齢がん患者のセルフケ

ア行動に関する事例検討を行った。その結果、

外来化学療法を継続するために、家族などの

インフォーマルなサポート等多くのサポー

ト体制により支えられながら、セルフケアを

行っていることが明らかであった。高齢がん

患者のセルフケアを支える看護としては、治

療者というより生活者として大切にしてい

る感覚を尊重しながら、個々の患者の強みが

活かせるようなかかわりが求められると考

えられた。 

 

（２）本調査による成果 

次年度以降に分析した結果として、以下に

示す。本研究の対象である術後補助化学療法

を行っている高齢がん患者は、経口薬による

化学療法が主であったため、予定数を集める

ことが難しい状況であった。 

外来化学療法を受ける高齢がん患者のセ

ルフケアに関する成果として以下に示す。 

1)研究対象者の概要 

研究参加者は、外来化学療法を受けている

高齢がん患者で同意が得られた 9 名（男性 4



名、女性 5 名）で、平均年齢は 76.4 歳、外

来化学療法継続期間は3ケ月～5年であった。

消化器がんの原発疾患は、大腸がん、胃がん、

胆管がん、乳がんであった。併存する慢性疾

患に関しては、高血圧症、糖尿病、ぜんそく、

前立腺肥大症があった。高血圧症が最も多く、

6名が罹患しており、投薬治療を続けていた。 

家族構成としては、配偶者のみの世帯が４

名と最も多く、次いで、子との同居、独居が

いた。配偶者のみの世帯は、高齢がん患者の

配偶者であり、老夫婦の世帯構成であった。 

 介護保険サービスを利用している者は9名

中 2 名おり、要支援 1、要介護１であった。

要支援１の者は訪問介護サービスを利用し

ており、要介護１の者は訪問介護サービスと

通所介護サービスを利用していた。 

 

2)セルフケアの様相 

外来化学療法を受ける高齢がん患者のセ

ルフケアでは、≪支援を受けながら治療を続

ける≫、≪考え抜いた自分ができる精一杯の

ケア≫、≪出現症状の対処方法の工夫≫の３

つのカテゴリーが生成された。 

≪出現症状とともに生活する≫という薬

物有害事象等の出現している心身の症状に

対して試行錯誤しながら個々に工夫し、さま

ざまな症状と折り合いをつけながら生活し

ていた。また、治療により体力の低下から＜

副作用症状出現に伴う生きがいの模索＞も

みられ、生の実感や社会とのつながりにより

感じる生きがいについて、変更を余儀なくさ

れることや、体力との関係などを考慮し折り

合いをつけていると考える。 

≪治療を継続していくための対処≫とし

ては、＜治療継続のためのサポートを得る＞

では、介護サービスなどのフォーマルサービ

スの利用やインフォーマルなサポートによ

り治療が継続できており、年金生活者がほと

んどである参加者にとって＜治療継続に伴

う経済的な負担感と倹約＞を行いながら、さ

らに参加者自身の基礎疾患の治療等を行い

つつ、計画された外来化学療法の治療が継続

できるように対処していると考えられた。 

≪体調のコントロール≫では、今までどお

りの自身の心身の健康状態と比較し体調を

判断しながら、習慣となっている感染対策を

行い、治療が受けられるようにコントロール

していると考えられた。 

以上より、外来化学療法を受ける高齢がん

患者のセルフケア支援において看護者は、副

作用などの出現症状に対する症状マネジメ

ントに関する看護ケアだけでなく、患者を支

える存在に対して関心をもって把握し、支援

が継続されるように見守っていく姿勢が必

要であると考える。今後は、高齢がん患者の

個別的なセルフケア支援をどのように構築

し継続していくか検討する必要がある。 
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